
令和 5 年度 小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 社会福祉法人 陽翠水 代表者 仲井培雄 
 

法人・ 
事業所 
の特徴 

ケアマネ、介護士、看護師の各専門職が連携し、通い・泊り・訪問のサービスを柔軟に

組み合わせることで中重度になっても在宅生活が継続できることを目指しています。ま

た、通いでは外出や地域交流活動に力を入れ、訪問では安否確認から身体介護まで提供

することで、自分らしく生活できることを支援いたします。 事業所名 小規模多機能型居宅介護

コミニケア緑が丘 管理者 菅原理絵 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

1 人 0 人 5 人 0 人 9 人 1 人 3 人 10.人 0 人 29 人 
 

項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 
確認 

登録人数 25 人へ変更し、利用者の生

活を支える専門職としての知識や意識

を再度見直し取り組んでいくため、計

画作成、訪問介護、接遇、感染での勉

強会を定期的に開催し、ケアの振り返

りと質の向上に取り組んでいく。 

定期的に勉強会やミーテイングを開催

し、介護保険制度の基礎からから学び取

り組んできた 1 年だった。職員間での意

見交換や連携も以前より自発的に行う

職員が増え、ケアの提供の際にも意識の

変化が見られていた。 
 
 

毎年評価させてもらっているが、

徐々に自分たちのものになっている

のではないか。 

小規模多機能の事業と役割を職員全員が理

解して運営すること。多職種連携と専門職

としての学習を毎月実施し、質の向上に取

り組んでいく。 

Ｂ．事業所の 
しつらえ・環境 

地域の方、同法人内でも施設に入るき

っかけを作ることで施設を知ってもら

い、みてもらえる取り組みを行う。引

き続き感染対策予防に努めていく。 

地域の方々に気軽に事業所に入ってい

ただくことは難しいと思っていたが、年

末の餅つき大会で交流する雰囲気を感

じることができた職員は多かった。 
 

事業所に入りやすいという点では、

子供 110 番はとても良い。 
建物に入ることに抵抗があるが、地

域の子供たちとの交流等、社会福祉

協議会と協力して何かできないか？

年末の餅つき大会はとても良かっ

た。昭和の時代を感じるもの、利用

者が懐かしむことを今後の行事とし

て取り入れてみてはどうか？今の子

供たちが珍しく感じるもので交流す

ると良いと思う。ひな祭りや節句な

ども、段に飾られたお雛様を見たこ

とがない子も多くいると思う。 
 
 

餅つき大会のような大きな行事になると頻

繁に実施することは難しいが、小さな行事、

イベントを企画しながら機会を増やしてい

くことに取り組んでいきたい。感染につい

ては引き続き対策と予防に努めていきた

い。 

Ｃ．事業所と地域の 
かかわり 

地域の行事を知り、情報共有の機会を

得るための行動を職員全員で取り組ん

でいく。 

年末に行った餅つき大会は多くの方と

関わることができ、毎年続けて開催した

い。地域への行事は週末に開催されるこ

とも多く出向くことは難しいが、関わり

方は様々だと思うので、できることから

職員で考えていきたい。 
 
 

文化展に出展して頂きありがとうご

ざいました。ぜひ毎年出店して頂き

たいです。少しずつ地域の行事にも

参加してほしい。 
 

大きな行事から小さなイベントまで様々な

形でかかわりの機会を得られるよう工夫す

る。 



項  目 前回の改善計画 前回の改善計画に対する取組み・結果 意見 今回の改善計画 

Ｄ．地域に出向いて 
本人の暮らしを 
支える取組み 

これまでは個人への企画が多かった

が、今後は施設の企画や地域との関わ

りのための取り組みを中心に実施して

いく。利用者が住む地域の民生児童委

員の方との交流も積極的に行ってい

く。 

コロナ禍にあり、変わらず個人の企画を

中心に実施してきたが、今後は事業所と

しての外出企画を多く企画し、地域へ出

向き、これまでの生活を思い出したり、

また交流ができたりといったきっかけ

作りにも取り組んでいきたい。 
 
 

将棋や囲碁ができる利用者さんはい

ますか？子供たちが交流するきっか

けにもなると思います。 

利用者が地域に出向く取り組みは今後も継

続しながら、事業所としての外出企画も企

画し、地域へ出向き、これまでの生活を思

い出したり、また交流ができたりといった

きっかけ作りにも取り組む。同法人内の共

生型施設を利用している子供たちとの交流

も感染状況を見ながら相談したい。 

Ｅ．運営推進会議を 
活かした取組み 

小規模多機能という事業、またどのよ

うな方がどのような方法で利用されて

いるのかを同法人内の専門職をはじ

め、地域の方々にも知ってもらえるよ

う事例等を通して共有する。 

小規模多機能の事例をいくつか紹介さ

せていただき、どのような事業所で何を

しているかを伝える機会を得ることが

できた。 

小規模多機能という事業の特徴、柔

軟に対応していることがとても分か

りやすかった。事業所の紹介もしや

すくなるので継続してほしい。 

小規模多機能の紹介を継続して行い、地域

からの課題や心配事を共有できるよう取り

組んでいく。 

Ｆ．事業所の 
防災・災害対策 

地域の防災訓練への参加、事業所の避

難訓練を実施する。災害時の利用者の

避難先や避難方法も本人家族と共有す

る。 

事業所の避難訓練は実施した。災害時の

避難先や避難方法は居宅サービス計画

書で確認し共有しているが、実際に活用

できるまでには至っていない。 
2024.1.1 の能登半島地震で、避難所で過

ごされた利用者もいた。事業所としては

独居の方の安否確認を優先に行ったが、

避難所で過ごすことが難しい利用者へ

の安否確認も重要に感じた。身体的に避

難所生活が難しい方や、認知症を患って

いることで集団生活が難しい方への対

応としてサービス利用も含め確認と対

応をすべきだった。今後は事業所が被災

した際の災害対策、利用者の住む地域や

住まいが被災した際の対応をしっかり

行えるようにしていくべきである。 
 
 

利用者の住む地域の避難情報を、本

人・家族と共有することは大事であ

る。民生児童委員が見られる情報の

中でサービス状況が分かると良い。

避難者の受け入れ状況もわかる仕組

みがあると良い。 

事業所の地域の防災訓練、事業所避難訓練

の実施。 
利用者の地域の防災を本人・家族と共有し、

必要に応じて介護保険サービスの提供も含

め迅速に対応する体制作りを行う。 

 


